新体操個人競技における演技構成に関する一考察―新ルールにおける第17回世界新体操選手権大会上位選手の輪・ボール・リボンの演技のついて― by 関田 史保子









































演技全体を記号により分類する。 A （中級難度） B 
（高級難度） C(A難度＋ B難度） D (B難度＋ B難度）
A （ジャンプ） R（ピボット）丁（バランス） n （柔
軟）はF.I.G．の記号による。これらの他に， も（もぐ
り回転）令（とびこえる） A (＜ぐり抜け）ィ＼ （ジュ

















競技 I・チーム対抗 4 
















































































































































































































































































































































































ビ 輪 2 














リ ス ク 内 六合 結果 ボーナス点
ジュッテジャンプを1回行った後、 MGバランスで脚のあいだから受ける
゜前転をした後、 MGバランスをしながら 0.1 前後開脚ジャンプでん投げ、開脚ジャンプ1回後、前転をし両脚ではさみ受ける
゜ジュッテジャンプを1回行った後、 MGバランスで受ける ゜もぐり回転から前転した後、座位の姿勢で受ける 0.1 前後開脚ジャンプの後、前転し座位の姿勢胸と両膝で受ける
゜前転3回行った後、座位の姿勢で受ける X ゜前後開脚ジャンプで投げ、開脚ジャンプ1回後、前転をし脚で受ける
゜シェネターンをした後、両脚にはんみ受ける X 0.1 もぐり回転を2回行った後、受ける






゜もぐり回転のあと、前転1回行い座位の姿勢で受ける 0.1 シェネターンをした後、受ける X 
前後開脚ジャンプから前転したあと座位で受ける
゜もぐり回転2回行った後、受ける ゜2回前転した後、うつ伏せた姿勢で受ける 0.1 前後開脚ジャンプで投げた後、前転、横転をして脚で受ける
゜2回前転した後、上向きの姿勢から両手を伸ばし受ける ゜もぐり回転2回行った後、座位で両脚にはさみ受ける 0.1 ピボットをした後、座位で受ける X 
もぐり回転をしながら投げ、ピボット 1回の後、受ける










































































No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 
難度 B B B R C AR A A AR B D B 
輪
要 凰パ／〖：／｀↑ハ~R 八八 I:R 1 ↑-t1'翠;,素
No. 1 2 (3) 4 5 6 7 8 ， 10 1 12 
↑ 
難度 B B (0) AB  B BR D R A C R A A 
Jレ 要 丁 ＠ 旦/も］：／R Ot↑応バ[+以；R(J/；両脚Iげ素 I 
No. (1) 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 13 
晶
難度 (0) D A C B A R A B B A A B D 
要 丁ゾ～n ＠ +Q`tきかi 八 ~R(J ◎ 1 バ®/（0す丁ン 素
図 1 (BUL) M ・ペトロバ選手の演技内容と難度の配分
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 (9) 10 1 
難度 AR B A B B B D R B (0) BR A R 
輪
要 乙R1バ品心バ轟匂ふ;:._R,がい『心八ハ；；m，1R素
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
↑ 
難度 D B B A BR B D AR B A R 
｝レ 要 『+『 ◎ 丁 0;;_f嘉ドバいぷい八パぷR素 I 
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 12 13 
晶
難度 B R B B B A B D C B AR B R D+B  R 
ン 要 丁ぷR/TA9りうハ°△ Tゾ＠噂八／~R @i:R,,/い〇ぷ素
図2 (UKR) E・セレブリヤンスカヤ選手の演技内容と難度の配分
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 
難度 BR  A A A R B B A C D B R B 
輪
要
／ もR い ／R@;バ「八＋八/:ヽ八，口ぶ n 素
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 1 12 
↑ 
難度 B B R D B A B A B D C A BR R 










2 3 4 5 6 7 8 
BR A B R B B BR D B 
(9) 10 1 




1 位 2 位 3 位
M ・ペトロバ (BUL) E・ビトリチェンコ (UKR) E・セレプリヤンスカヤ (UKR)
No. 難度要素 No. 難度要索 No. 難度要素
1 f 1 ャ 1 f 
手の助けを借りずに行う、側方への開脚バ 手の助けを借りずに行う、側方への開脚バ
ランス 後方開脚を伴う胴の前屈 ランス
2 サ 2 ッ 2 ッ
前方開脚を伴う桐の後屈バランス (MGバラ 前方開脚を伴う胴の後屈バランス 前方開脚を伴う胴の後屈バランス
ンス） (MGバランス） (MGバランス）
3 f 3 ↓+1 3 1 
手の助けを借りずに行う、側方への開脚バ 後方開脚を伴う胴の前屈＋胴の側方への屈
ランス 身を伴う側方開脚 胴の側方への屈身を伴う側方開脚
1『 峯 峯4 4 4 
手の助けを借りずに行う、前方開脚＋バッ 片脚を後方に曲げてあげる開脚ジャンプ 片脚を後方に曲げてあげる開脚ジャンプ
クルでのバランス （バックル開脚ジャンプ） （バックル開脚ジャンプ）
5 rっ 5 rm 5 r̂ 手の助けを借りての前方開脚で行うダブル 手の助けを借りての前方開脚で行うダブル 手の助けを借りての前方開脚で行うダプル
ピボット ピボット ピボット
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